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   Using Wistar-stain male rats, histochemical studies were made on influences of the 
pineal body, salivary glands, alloxan diabetes, Vit. B2 deficiency, ligation of the seminal 
ducts and liver damages upon the sexual glands and adrenal glands with a focusing of 
prostatic gland. 
   1) In one month after extirpation of the pineal body, weight and stainabilities of the 
adnexal, testicular and adrenal glands well sustained or increased with an evidence of 
hyperfunction. 
   2) Extirpation of the both parotid glands resulted decreases in weight and function 
of the adnexal glands, testicle and adrenal glands. Extirpation of the submaxillay gland 
resulted less influence in these organs except for slight decrease in SD activity of the 
prostatic gland and seminal vesicle. Administration of Parotin at the dose of 0.25 mg 
three times a week showed a more pronounced accerelative effects on weight and functions 
of the adnexal glands and testicles than that of at the dose of 0.25 mg once a week. 
Adrenal function was also increased. 
   3) In rats with alloxan diabetes, decreases in weight of the adnexal glands and activi-
ties of SD and Zn of the prostatic gland and seminal vesicle were demonstrated, of which 
grades progressively advanced with elapse of time. Spermatogenic function of the testicles 
was suppressed and weight and stainabilities of the adrenal glands were decreased. 
   4) In vitamen B2 deficiency, although weight and stainabilities of sexual organs 
were decreased, Zn stain was only turned to the better in the prostatic gland. 
   5) In 2 months aften ligation of the seminal ducts, decrease in prostatic function was 
only slightly demonstrated as well as decrease in weight and stainabilities of the testicle. 
   6) With administration of carbon-tetrachloride, weight of the testicles did not decrease 
too much although decrease in weight of the prostatic gland was rather pronounced. 
Marked decreases in RNA, Zn and SD in the prostatic gland, decreases in SD in the 
seminal vesicle and 17 KS in the adrenal glands were also recognized. Administration of
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sexual hormones and experimentally produced thyroid dysfunctions resulted rather marked 
responses to the adnexal organs. Prostatic Zn content always decreased accompanied by 
damaged liver.
緒 言
私 は 第1編 に於いて 雄 ラッ トの 下垂体,副
腎,睾 丸 な ど内分 泌臓 器別出並びに各種 ホル モ
ソを投与 した場合 の生殖 腺重量及び組織化学的
変 化を観察 し,そ の酵素学的意義につ いて述べ
たが,特 に副性腺では内分泌 ホル モンの影響 に
よ り酵素活性が変 化を示 した.
今回は これ までに 内分泌腺臓器 であるか否 か
多 くの学者 に より論議 され ている松果体,唾 液
腺 の生殖腺 に及 ぼす影響 や四塩化炭素 に よる肝
障碍,B2嵌 乏症,Alloxan糖尿 病及 び精 管結
紮 な どの生殖腺重量並 びに組織 化学 的変 化につ
いて検索 した ところ,松果体易lj出,Parotin投与
及び顎下腺別 出な どは副性腺重量の増加 と共に
機 能充進を認めた.ま た唾液腺(耳 下腺,顎 下
腺)捌 出,B2散 乏症,精 管結紮 及び肝障碍 な
どは 副性腺重量 の減少,機 能低下を示 したので
これ らの実験成績 を述べ ると共 に前立腺 を中心










Tpと 省 略)0.5mg,Estradiolbenzoate(帝国臓 器,
Ebと 省 略)0.02mg,乾燥 甲状 腺 末(帝 国 臓 器,甲 状
腺 末 と省 略)20mg,Methylthiouracil(中外製 薬,
MTUと 省 略)2mg,唾 液 腺 ホル モ ソ(帝 国 臓 器,
Parotin)0.25mgなど を使 用 した.各 実 験 に 対照 を
置 い て 各項 目毎3匹 を 用 い,聖 丸,前 立 腺,精 嚢及 び
副 腎 の 重量,組 織 化 学 的 変 化 を 検 索 した.
2)前 立 腺,睾 丸,精 嚢,副 腎,挙 肛筋 の 相 対 重量
ラ ッ ト体 重1009に 対 す る臓 器 重量 を算 して,実 験
動 物3匹 の算 術 平 均 を もつ て 示 した.
3)組 織 及び 組 繊 化学 的 検 索
前 立 腺 は 脊 側葉 を,峯 丸,精 藝,副 腎 皮 質は 左 側 を
検 索 した.固 定 液,染 色 法 は 第1編 に述 べ た と同 様 に
行 な い,染 色 は ア ル カ リ性 フ ォ ス フ ァ ター ゼ(ALP
と省 略),酸 性 フ オス フ ァタ ー ゼ(ACPと 省略),酸
性 リボ 核 酸 フ オス ファ タ ー ゼ(RNAと 省略),亜 鉛
(Znと省 略),コ ハ ク酸 脱 水 素 酵 素(SDと 省 略),
SudanIII,17KSなど で あ り,そ の染 色 性 として は
対 照 ラ ヅ トを+と し て 次頁 の様 に定 めた.
第1表 松 果 体 群(処 置1カ 月)
相 対 重 量(
mg)前 立 腺 睾 丸 精 嚢 副 腎 挙肛 筋
処 置








第2表 松 果 体 群(処置1カ月)
前 立 腺 畢 丸 精 嚢 副 腎
∵ 葱 一 く ∵ 」ALP巴RNA翫 ・DALPACPRNA・DIS:fianli・K・
松 果 体 捌+"許+朴+晶 姑 赴 昔 畳
松 果 体捌 十Tp.0.5mg週3回 十 井 廿 朴 卦{十 井 昔 占 十


















































第3表 唾液腺群(処 置1カ 月)
＼ 一 一 遡 腫 量(mg)
処 置 ＼
耳 顎 下 腺 別

































第4表 唾液腺群(処 置1カ 月)
ぱ
耳 顎 下 腺 捌







































































































































































































































































CC1・O.05ccl5回後,甲 状 腺 末20mg週3回2週 間




























































































































































































































































































































現われ,ラ ットの疲慾,る い痩を伴なつて強 くEb作
用が認められ,睾 丸,副 性腺重量の減少が著明であり






























松果体 と生殖腺 に関する研究 は今 日まで多 く
の文献がみ られ る.1896年Gutzeitは身体並
びに性器の早熟を認めた7才 の少年を剖検 して
松果体 の碕型腫を発見 したが,そ の後類似 の症
例が次 々と報告 され1907年Marburg3s}はこれ
らの症例を集め て身体並 びに性器早熟 と松果体
腫瘍の間には 密接 な 関係 が あ ることを 指摘 し
た.そ して早熟症が恐 ら く松果体 の破壊に よつ
て起 つたHypopinealismの症状であろ うと推
論 した.以 後 この考えを裏付け ようとして松果
体別 出実験やエキス投 与の実験を初 め数多 くの
研究 が報告 されてい る.例 えぽ1912年Foゑi2)が
松果体捌 出で睾丸 や鶏冠 の肥大 を認 めた結果 こ
れを支持 してお り,Kitay30},Shellabarger49)な
どは反対 に萎縮が起 こつ た としている.そ の結
果 は人 に より異 なな り未だ 松果体 が内分泌腺 で
ある という ことに疑問 が持 たれ ている.即 ち こ
れ までの松果体 と生殖腺 に対 する考 えは動物 が
成熟 に達す る と松果体 に嚢胞や脳砂 な どが出来
て退行的傾 向を示 す ことか ら松果体 は動物 の幼
時に於い てのみ何等か の役割を営む ものでは な
いか との疑問が持 たれ,特 に身体及 び生殖腺 の
早熟を抑制す るので あろうとい う考 えが しば し
ば行 なわれていた.こ れは動物 の幼時に松果体
を捌 出す ると抑制作用が除かれ る結果 として身
体及 び生殖腺 の早 熟が起 こ り,春 機発動 の到来
が早 め られ る とい うMarburg(1907)の説で
ある.ま た松果体 がホルモ ンを出 して脳 下垂体
の機能を抑制 してい るとい う考え も広 く行 なわ
れてい る.即 ち松果体機 能が脱落す ると脳下垂
体に対す る抑制 が取れ て早 熟が起 るとい うので
あ り,Enge18)はこれを認 めているが,Kage-
・yama27).横田65)などは之 を否定 してい る.各
種動 物にっい て松果体別 出が性器早 熟を認 めた
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と報 ず る ものは 鼠 及 び 鶏 に つ い てFoゑ13),
Izawa26).天竺 鼠 で はC16mente6}.犬で は
Sarteschi46).Enge18)などがい る.こ れ に対 し




相半 ばする.こ の他松果体 の移 植,松 果体物質
の食物投与,抽 出物 の注射 な どの実験結果で も
一致 した意 見がない.一般的 には現在Marburg
説 は否定 的な見解 が多 い27)65)しか しWislocki
&Dempsy62)・三瀬37)などは松果体 の組織化学
的検索に よ りラッ ト松果体実質細胞 中に少量 の
Glycogen,Lipoidと相当豊富 なRNA,ALP
を含有 してい ることを認め,そ の細胞 内穎粒 の
存在 が燐代謝 を営む ことに よ り内分泌腺で あろ
うとい う考 えを持 つてい る.他 方松果体 の作用
としては体温調節,.血液循環或 いは種 々の代謝
(例えば血糖,カ ル シ ウムやメ ラーンな ど)に
及ぼす影響 な どで ある38}以上 が松果体 に関す
る交献で あるが,私 の実験 では80～1009の幼
若 ラッ トを使用 して松果体捌 出後1カ 月 目の変
化で ある.睾 丸,精 嚢,挙 肛筋 な どの重量 は対
照 とあま り変 化はないが,組 織化学所見 で睾丸
のACP,RNAの 増加 と 精嚢 のSD増 加が あ
り,前 立腺及 び副腎の重量 増加 と組織化学上各
染色性 は良好 であつて機能 充進 が認め られた.
しか しStalsberg52)は松果体 は生殖 腺や副腎の
重量及 び組織 に対 して全 く影響 を及 ぼ さなかつ
た と述べ てい る.
次いで松果体捌 出後性 ホル モンを投与 す ると
第1報 で述べた如 く性 ホル モソに よる影響が強
く現われたが,そ の投与方法が隔 日であるため
Tpに よる 睾丸 の抑制作 用は弱 く軽度の造精能
の低下 とALPの 低下 を 示 したに 過 ぎ なかつ
た.前 立腺,精 嚢の重量 は増加 して組織化学 で
も機能充進 が強 く現 われた.女 性ホルモ ン とし
てEbを 隔 日投与 する と前 立腺,睾 丸及び精嚢
に対 して抑 制作 用が見 られ,前 立腺はALPの
増加 と他の染色性 の低下 がみ られた.し か し副
腎 に対 しては重量及 び染 色性 は共 に増 加 して い




























ことより考えて,私 は幼若 ラッ トの両側唾液腺
別出 した ところの無睡液腺症,両 側顎下腺のみ
別出 し耳下腺が代償的に活動を高め唾液腺ホル
モンの過剰 状態 即ち過唾液腺症,そ の他 に
ParotinO。25mg週3回,週1回投与の4群 に









云つているが,私 は1ヵ 月目で早 くも唾液腺捌
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出,Parotin投与で生殖腺,副 腎に変化 を認 め
たが顎下 腺捌 出では1ヵ 月 目で確か な変化 は認
め得 なかつた.私 の実験 は1ヵ 月 と云 う短期 間
の実験で あつた が唾液腺 捌出(無 唾液腺 症)で
は前立腺,睾 丸,精 嚢,副 腎,挙 肛筋 の重量 は
対照に比較 して減少 し,組 織化学的 活性 は多 く
低下 していた.次 いで 顎 下腺捌 出(過 唾液 腺
症)は 比較 的短期 間で あつ たので挙 肛筋 以外は
大体正常値 の重量 を示 して お り前立腺,精 嚢 の
SDが やや低下 を示 した.ま た過唾液 腺症状態
を維持 さすために唾液腺 ホルモ ソ(Parotin)を
投与す ると週3回 投与 の方 が週1回 投与 に比較
して睾丸,副 性腺 の重量及 び組 織化 学に活性 の
上昇が強 く現われた.即 ち週3回 投 与 した方 が
睾丸,副 性腺の機能充進 が強 く認め られ た.一
方副腎に対 しては過唾液腺 症が副腎 の重量及 び
機能 の上昇を起 した ことよ りParotinが間脳,
下垂体,副 腎系 に密接 な関係が ある ことを示 唆
してい る.こ れ はParotinが直接 副 腎に 作 用
するのでは な く 先ず 下垂体 前葉 に 作 用 し て
ACTH又 は他 のホルモ ソを分 泌 させ て 二 次的
に副腎に作用す る とい う田坂 の説57)や伊藤25}の
副腎 アス コル ビン酸濃度 の測定 に よる説 に一致
している もの と 考 え られ る.一 方 赤 須1}は
ParotinにACTH様の作 用が あ りかつ性腺刺
戟作用 のある ことか ら間脳 視床下部 に作 用す る
のではな いか と述 べてい る.他 方Parotinが蛋
白代謝 や生長発育 に関係 してい る とい う研究 が
高岡54)によ りなされ てお り,生 殖腺,副 腎の重
量が増加 し機能 の充進 す ることを私 は明 らかに
した.即 ちホル モン作 用 と共に蛋 白代謝 も関係
して この様な成績 になつた もの と解釈 す る.
糖尿病時に前 立腺が多量 の亜鉛を含有 してい
ることはBertrand3').Mawson36}.Fischerii)
などが報告 してお り,Gunni6}i7}はラッ ト前 立
腺脊側 葉が6SZnを 選択的 に摂取 し性 ホル モ ソ
の影響 下で変動 し前立腺機 能の反映す る ことを
報告 した.ま た1934年Scott47)は糖尿病 の脾臓
はInsulinの減 少 と共 に亜鉛 含有量 も減少 す る
と報告 した.1949年岡本43)は組織化 学的に65Zn
がLangerhans氏小 島の β細胞 には 多量 の 亜
鉛を含有 す る ことを証 明 し,次 いでAlloxan
1211
投与 に よ りβ細胞 内亜鉛 が減少す ること並 びに
β細 胞の消失 す ることを認め,Alloxanがβ細
胞亜鉛 と反応 して障碍を与え ると述べてい る.
更にDithizone,Oxineなど6種 の亜鉛試薬を
動物 に投与す る と糖尿 病が発症す ることを明 ら
かに した.こ れが糖尿病亜鉛説で,こ の追試は
多 くの学者 に よりな されたが21}34)53)63}64).この
亜鉛説 に反対 する学者 もみ られた9)60).しか し
泌尿器科 に於 け る糖尿病時の研究は比較 的少な
く.近 藤32).石津24)などがAlloxan家兎睾丸
重量 の減少,精 細胞の変 性,造 精能の抑制を報
告 してい るに過 ぎない.教 室 の平 山20}は65Zn
を使用 して各臓器,特 は前 立腺脊側 葉の放射 性
亜鋭65Zn摂 取 にっいて性 ホルモ ン.亜 鉛試薬
に よる糖尿 病,前 立腺 腫瘍 の場 合な どについて
観察 している.私 はAIIoxan糖尿のみについ
て観察 を行 ない,Dithizone,Oxineその他の
キ レー ト試薬 に よる 実験 は 行 なわ なかつたが
Alloxan投与 に より過 半数は糖 尿を起 した.糖
尿 を発症 しない ラッ トは除外 したが時間の経過
と共 に血糖量 が減 少 し,血 糖量 が200mg/d1以
下 になれ ば再 びAlloxanを投 与 して2週 間 と
1カ月の生殖 腺,副 腎の変 化を観察 した.糖 代
謝 の異常 は体 重の減少を来 た し,そ れ以上に生
殖腺 の低 下があつて相対重量の減少を見た.前
立腺,精 嚢で特にTCACycleに 関係す るSD
の低 下 と 共 に 亜鉛代謝 に 関与 してはMetal-
10enzymeの活性 を阻害 して 亜鉛染色の低下を
来 た した.そ して2週 よ りも1カ 月に著明 な低
下 を認めた.前 立腺 のACPは1ヵ 月でやや低
下 するがALPは 変化 がなかつた.睾 丸では近
藤32》.石re24)などの研究 と同 じ く重量 の減少,
精細管 の狭 少,造 精能の抑制が あつたが,間 質
細胞 の変 化は期間が短いためか認 め られ なかつ
た.副 腎では相対重 量及びSudanIII,17KS
の活性 はやは り低 下 してお り,こ れは過血糖症
で精 嚢の重量増加が ある とす るTelkkaなど58)
に反 す る結果 を得たが,こ れ まで の糖尿病 に於
ける睾丸,副 性腺の機 能低下が ある とす る多 く
の説 と同じ くAlloxan糖尿の際に は副腎,睾














腺の変化を検索 した.睾 丸,副 性腺の相対重量




の副性腺に 対 しては抑制が 強 く現われた.睾
丸,副 腎に対 しての影響は比較的少 な い と考

























がみられ 聞質細胞には 変化が 認められ なかっ
た.し かし組織化学でALPACP,RNAが共
に低下 していたことは前立腺,睾 丸共に機能低
































ラヅ トに四塩化炭素を投与すると 日数 の経
過 と共に全身の栄養状態が悪 くなり体重ぽ減少
した.そ のため副性腺の重量は減少 す る が睾
丸の重量ぱあまり変化を示 さなかつた.即 ち四
塩化炭素で肝障碍を起させた場合重 量 に於 い
て睾丸 よりも副性腺に作用が強 く現われて減少






















響が強 く現われたが これは 姫野19),Cameron
など5)が述 べ るごとく,肝 細胞は 四塩化炭素
を中止すると早期に漸次修復 され体重も回復 し
た.私の前立腺重量及び機能も2週 よりも4週






が,前 立腺はMTUに より重量増加 とZnの
低下,甲 状腺末に より重量減少 とZnの低下が
認められた.即 ち肝障碍時には前立腺Znは い




性の低下 とZnの 低下を惹起したものと解釈 し
た.
結 語
ウィスター系 雄 ラッ トを使 用 し,松 果体,唾
液腺,Alloxan糖尿病,B2峡 乏症,精 管結紮
1213
及 び四塩化炭素に ょる肝障碍 などの影響が 如何
に生殖腺,副 腎に及ぶかを前 立腺を中心 として
組 織化学的に検索 した.
1)松 果体別出後1ヵ 月 では副 陸腺,睾 丸,
副腎 の重量及び各種染色性 は良好で あ り機能元
進 が認 め られ た.
2)両 側唾液腺 を別 出す る と副 准腺,睾 丸,
副腎 の重量及 び機能は低下 し,顎 下腺別 出で は
前 立腺,精 嚢 のSDが 軽度低下 す る程 度であ ま
り変 化が認め られ なかつた.Parotinを投与 す
ると0.25mg週3回投与の ものが週1回 投与 に
比較 して 副性腺,睾 丸の 重量,機 能充進が 強
く,副 腎機能 も充 進 して いた.
3)Alloxan糖尿病 では副性腺重量 の減少 と
前立腺,精 嚢 のSD,Zn低 下が認め られ,日 数
の経過 と共に これが強 く現われ た.睾 丸 の造精
能は抑制 され,副 腎の重量 や各染色性は低下 が
認 め られた.
4)B2嵌 乏症 では生殖腺 の重量,各 染色性 は
低下 したが,前 立腺Zn染 色のみやや良好 であ
つた.
5)精 管結紮後2カ 月では前立腺機能 の低下
は軽度 であ り,睾 丸 は重量減少 と各染色性 の低
下 があつた.
6)四 塩化炭素 を投与 する と前立腺重量減 少
は著 明であつたが,睾 丸重量 はあま り減少 しな
かつた.前 立腺RNA,ZnSDで は 低下が 強
く,精 嚢 はSDの 低下,'副腎は17KSの 低下 が
認 め られ た.性 ホルモン投 与や甲状線機能異常
を起 す と副性腺 は比較 的 よ く反応 したが,肝 障



















6)C16mente:38)よ り 引 用.
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